
続落、イラン情勢の改善期待を織り込む
NY原油先物相場は、1バレル＝80ドル台後半まで値下がりし、4月21日以来の安値を更新した。トラン

プ米大統領は5月23日、イランに関する合意がほぼ成立し、近日中に最終的な内容を発表する予定と自

身のSNSに投稿している。その後は目立った進展が見られなかったが、週後半には米国とイランが停戦

を60日延長することで暫定合意したと伝わったことを受けて、90ドルの節目を完全に割り込んだ。暫

定合意については、週末までにトランプ米大統領の承認を得ることはできず、先行き不透明感を残した

が、原油市場ではホルムズ海峡の通航再開に楽観的な見方が織り込まれた。

原油需給のひっ迫感は一段と強くなっている。ホルムズ海峡は依然として事実上の封鎖状態にあり、各

国の原油・石油製品在庫は急速に失われている。今後は北半球が夏のエネルギー需要期に向かうため、

需給ひっ迫感は一段と強まるリスクが高い。ただし、原油相場は「足元の需給ひっ迫」よりも「将来の

ホルムズ海峡の封鎖解消の可能性」を重視しており、戻り売り優勢の展開が維持された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（5月22日時点）は、原油が前週333万バレル減、ガソ

リンが257万バレル減、石油精製品が211万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン和平期待だと一段安を打診、需給ひっ迫は加速するも
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【展望】

イラン情勢に強く依存する展開が続く。米国とイランが和平

合意に達し、ホルムズ海峡の封鎖が解消される見通しが織り

込まれると、このまま一段安が試される。足元では、和平合

意の前段階として停戦期間の延長が協議されているが、米国

とイランの双方が歩み寄りを見せているとの評価が維持され

ると、前週の90ドル割れからさらに80ドル台前半を試す可能

性もある。特にホルムズ海峡の封鎖解消に向けた日程など、

具体的な議論が活発化すると、期近限月を中心とした値下が

り傾向が維持されやすい。原油相場は、要人発言や報道の

ヘッドラインに敏感に反応する傾向が強まっているため、特

にトランプ米大統領から和平合意に向けた前向きな発言が聞

かれると、値下がりペースが加速する可能性もある。

問題は、あくまでも米国とイランの和平合意を期待した値動

きであり、実際の原油需給は時間の経過とともに逆に引き締

まっていることだ。ホルムズ海峡の通航は依然として事実上

の停止状態にある。一部船舶の通航も報告されているが、原

油輸送の混乱状態に変化は生じていない。このため、世界的

に在庫の取り崩しが続いており、国際エネルギー機関

（IEA）や国際通貨基金（IMF）などは5月29日、ホルムズ海

峡を通行する船舶の航行が正常化しない場合、北半球の夏の

石油需要のピークを前にリスクが増大すると警告を発してい

る。このため、米国とイランの和平合意への期待が大幅に後

退すると、改めて足元の需給ひっ迫状状態を織り込む形で、

原油相場は急伸するリスクを抱えていることに注意が必要だ。

月初の米中製造業指標が発表されるほか、6月7日に石油輸出

国機構（OPEC）プラスの会合が予定されていることがイベ

ントリスクになる。
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